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正 量 部 の 非 随 眠 説
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並 川 孝 餞
イ ン ド部 派 仏 教 にお いて 一 つ の 有 力 な 部 派 で あ る正 量 部 の実 態 は,今 日まで
補特伽羅 論 を 中心 と した 特 定 の思 想 に 止 ま り,他 の思 想 内容 に関 して か らは ほ
とん ど知 られ て い な い。 こ の研 究 の進 展 を 妨 げ る唯 一 の 理 由は,正 量 部 の 実 態
を伝>xる 資 料 の過 少 に よる もの であ る。
そ こで,筆 者 は従 来 知 られ て い なか った 正 量 部 の 思 想 を 伝 え る資 料 と して チ








第16章 「非 随 眠 決 択 」(ananusaya-vini'scaya)
第17章 「随 眠 決 択 」(anuｧaya-)
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第21章 「聖 諦 決 択 」(穩yasatya-)
くの
の6章 分 と他章で断片的に紹介される5箇 所 とである。 この中,第17章 「随眠
ゆ
決択」に関しては既に公にしてお り,本 小論では,第17章 と対となった第16章
くの





第16章 「非随眠決択」の説示内容は,以 下の構成よ り成る。






この中,(5)諸 門分別では大遍行,小 遍行,小 地の3種 と大遍行,大 遍行相似,
小遍行,小 遍行相似,小 地の5種 とによる分類がなされている。 また,諦 障の
十門が説かれる。尚,第16章 では説かれていないが,第17章 「随眠決択」中に
非随眠は大所縁性,大 因性,大 具足性 との3種 であると示される如 く,非 随眠
は遍行の相からも分類 されている。
(6)識の輪の相生では,六 識各kに おける識の輪の相生 とその破壊 が論 じら
れ,そ れを善,不 善,無 記の三性との別による分類,染 汚 ・不染汚や律儀 ・不
律儀 との相応関係,界 と所断による区別等の諸kの 点より説示 されている。こ
の部分は,量 的に言えぽ第16章 の半分以上を占めているが,直 接非随眠 と関係
する訳でもなく,こ の説示が何故この章で説かれるのか不可解である。この説
示に関しては別稿で詳述 したい。尚,こ の部分の訳出に当っては理解が困難な
箇所 もあ り,十 分 とは言えない訳 も存在するが,そ の点は御容赦願いたい。
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こ こで は,本 章 で非 随 眠 と規 定 され る諸 法 を 紹 介 す るが,そ の諸 法 は21種 で






















⑳ 食 不 調 性(zaskyirgyagspa,bhakte'samat�)
正量部の非随眠説
この非随眠 とは如何なるものであるのかを考察するに当って,先 ずそれを構
成している上記21種 の諸法 と構成面か ら見て比較的相似している分類概念 と対
比するが,こ の非随眠 と最も法の構成か ら見て相似しているのは随煩 悩 であ
る。そこで,非 随眠の諸法 と倶舎論に見 られる随煩悩(upakle'sa)19法 と比較
する。非随眠 と随煩悩の両者間において,不 信,無 慚,誑,諂,掉 挙,放 逸
僭沈,無 愧,睡 眠,嫉,悔,覆,僑,慳,恨 の15法 が対応する。 尚,こ れ ら諸
法について,定 義に多少の相違が見られるが,そ の内容の詳細なる言及はここ
では省略する。
これ ら15法以外の不察,下 劣,大 執,曹 憤,不 忍,食 不調性の6法 は随煩悩
に対応しないのであるが,こ れら6法 の中,曹 憤,不 忍,食 不調性は 『法蘊足
3
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論』雑事品で説かれる雑事の中に見い出すことができる。 ここで,こ の3法 に
関 して 『法蘊足論』の定義 とSAVの 定義を各k比 較 しておく。
曹潰は,『 法蘊足論』で





それは2種 あり,即 ち次の如 くである。心の行為が鈍重であるものは,正
しく纏である。劣った身の表 〔業〕の方は表 〔業〕の自性である。」
と定義する。SAVに 説かれる意味か ら,こ の法は懈怠(1elo,kau'sidya)と

























これら曹債,不 忍,食 不調性は,有 部において最初期に取 り上げ られた煩悩
ではあったが,倶 舎論に至っては煩悩の分類から削除されたもので,正 量部は
これら3法 を非随眠の範疇に取 り入れていることが判 る。 このように見て くる
と,結 局,不 察,下 劣,大 執の3法 が,い ずれの文献にも見い出されない煩悩
であり,正 量部のみがそれらを煩悩として非随眠の範畴に入れたものであると







大執:「 大執は 〔悪〕見を捨てないこと,即 ち諸kの 〔悪〕見などが正しい
ものでないとの見解を捨てないことである。」
SAVの 非随眠は,倶 舎論における随煩悩に対応する不信等15法 と,雑 事の
法に対応する啓憤等3法 と,そ してそれに不察,下 劣,大 執 という正量部独自
の3法 が加 えられ,以 上の21法 より構成 されていることが判明する。
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ここで は,章 題 の 非 随 眠 に つ い て そ の 意味 を 考察 す るが,そ の 場 合,先 ず 第
17章 で説 か れ る随 眠 の 意味 が 如 何 な る もの で あ るの か を 見 て,そ の 関 連 よ り非
随眠 の意 味 を 考>xな け れ ば な らな い。 正 量 部 の説 く随 眠,非 随 眠 の 規 定 が 如 何
なるもの か,以 下 で論 じ る。
先ず,随 眠 に 関 して は 第17章 の末 尾 に
rionmonspa'ibdudkyisdotshogsdernamsnigaポgrobamalus
pa'ikunnasnonmopspa'irgyu'o.(D.214b7,P.140bs)




と,随 眠 はす べ て の境 界 の 雑 染 の 原 因 で あ る との一 般 的 定 義 が 見 ら れ る が,
SAVに は 更 に 一 層 明確 に 正量 部 の随 眠 の考 え方 を 明示 す る 定 義 が 見 られ る。





そ れ 故 に,そ の よ うに輪 廻 の原 因 の実 体 は煩 悩 であ る。 煩 悩 の種 子 となっ
た ものが 随 眠 で あ る。 随 眠 が な くな れ ば,業 と 〔そ れ に よっ て得 た〕生 存
を断 ち つつ,苦 を 解 脱 す る もの とな るの で あ る。
との如 く,先 ず 輪 廻 の原 因 の実 体 を 煩 悩 と し,そ の 煩 悩 の種 子(bija)を 随 眠 と
ロゆ ゆ
規定 していることが判明する。この規定は,説 一切有部や大衆部等 と異なり,
ぱむ
経 量 部 の立 場 と軌 を一 にす る もの で あ り,正 量 部 の随 眠 説 を 知 る極 め て 重要 な
定 義 で あ る。






諸kの 非 随 眠 は大 性 が三 〔種 〕 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 大所 縁 性 と
大 因 性 と大 具 足 性 で あ る。 何 の故 に,こ こ に それ は 随 眠 しな い の か 〔と言
え ば,そ れ は 〕纏 のみ で あ るが 故 で あ る。
これ は 随 眠 の大 遍 行 等 の相 を説 明す る 際 に,諸 遍 行 等 と大 所 縁 性,大 因性,
大 随 眠 性,大 具 足 性 の4種 の大 性 との相 応 関 係 を 述 ぺ る とこ ろ で非 随 眠 に関 し
て説 示 して い る部 分 で あ る。 こ の説 示 に従 うと,非 随 眠 は 随 眠 しな い もの とさ
れ,随 眠 の反 立 概 念 と規 定 され て い る。 そ の 理 由は,非 随 眠 が纏(paryavasth竏�




い,非 随眠とは煩悩が現行 している覚めた状態を示唆するもの と考えられ,こ
の限りにおいては経量部説 と同一と言える。
ところが,こ の第17章 での非随眠は纏であるとい う説示と第16章 での非随眠
の記述と比較すると,両 者は必ずしも一致 しない。第16章 では非随眠21法 すぺ
てが纏とされるのではなく,そ の中の12法 のみが纏 とされ,他 の9法 は纏 と説
示されていないからである。この12法 は法それ 自体が,如 何なる場合において
も纏なのではなく,条 件を付けて規定 される。即ち,誑,諂,不 察,掉 挙,放
逸,僭 沈,睡 眠,悔,僑 の如 く,そ れが染汚である時に纏 とし,そ して悔のよ
うに不染汚の時は非纏 とし,ま た曹憤,食 不調性の如 く心か ら生起した場合を
纏としている。このように説明に多少の相異はあるものの,非 随眠が染汚 と相
応する法が纏 とされる。正量部の唱える纏は以下の12種 である。
〔十二纏〕誑,諂,不 察,掉 挙,放 逸 棔沈,啓 憤,睡 眠,悔,僑,不 忍,
食不調性
纏については,説 一切有部の八纏(無 慚,無 愧,嫉,慳,掉 挙,悔,棔 沈,睡
ロゆ
眠)や 十纏(八 纏 に忿,覆 が加 えられる)が 知 られるが,こ れ と正量部説を比
較すると,掉 挙,棔 沈,睡 眠,悔 の4法 のみ と対応するが,八 纏の他の無慚,無
愧,嫉,慳 や十纏の覆の如き法はそれ らが非随眠21法 中に説かれているにも拘
らず纏とされていないことが判る。 この点からも十二纏は説一切有部の八纏,
十纏とは相当異なった法より構成されてお り,正 量部の独 自性が窺われる。
このように,非 随眠は12法 の纏 とそれ以外の9法 によって構成されている訳
であるが,そ れでは,こ の非随眠とい う術語は如何に考>xら れるべきであろう
か。煩悩が現行 していない状態を随眠 と言 うのに対し,現 行している覚めた状
態の煩悩を非随眠であるとの如 く簡単には現解できないようである。非随眠は
随眠しないものという意味で解釈 されるものの,恐 らく根本煩悩 が随 眠 とさ
れ,そ の煩悩に従って生起する煩悩群,或 いは根本煩悩ではないとい う理 由で
非随眠が設定 されたのではないか と思われる。即 ち,非 随眠は随煩悩と同類の





点,及 び前述 した如 く随煩悩を構成する諸法との類似性か らも窺い知れよう。
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SAVの 記 述 形 式 は,正 量 部 の 原 典 か ら の 直 接 引 用 と そ れ に 基 づ い て 作 者 に
よ っ て ま とめ 上 げ ら れ た 記 述 か ら構 成 され て い る 。 原 典 か ら の 直 接 引 用 の 部 分
で は,文 献 名 が 具 体 的 に 明 示 さ れ て は い な い が,ど れ も が 偈 文 で 恐 ら く,同 一 文
献 か ら引 い た も の と 思 わ れ る 。 引 用 さ れ る 時 は,yangsunspa「 … … 」 彡esso,
yan「 … … 」 彡esgsunssoと い う定 型 句 で 表 示 さ れ る 。
さ て,こ こ で 正 量 部 の 煩 悩 論 を 説 く第16章 「非 随 眠 決 択 」 と第17章 「随 眠 決
択 」 中 の 原 典 の 引 用 部 分 を ま と め て 挙 げ て お き た い 。 第16章 で は9箇 所,第17
章 で は3箇 所 見 い 出 す こ と が で き る 。








































































正 量部 の非 随 眠 説
〔試 訳 〕
(D.205a5,P.127a3)聖 一 切 所 貴 部('phagspamanposbkurba'isde)の
聖典 に は,次 の 如 く説 か れ る 。
(1)法,相,界,所 断 とい う四 種 の規 定 の 紹 介
即 ち非 随 眠(baglarialmayinpa)は 四 つ の因 よ りな る。 即 ち,次 の 如 く
である。 法(chos)の 規 定 と,相(mtshanriid)の 規 定 と,界(khams)の 区
別 と,所 断(spanbya)の 区 別 に よ る もの で あ る。
(2)法 の規定
�)(z)
そ の 中,法 の規 定 は 次 の 如 くで あ る。 不 信,無 慚,誑,諂,不 察,掉 挙,放
くヨラ
逸,僭 沈,下 劣,無 愧,大 執,曹 債,睡 眠,嫉,悔,覆,僑,慳,不 忍 恨 そ
して食 不 調 性 で,即 ち二 十 一 〔種 の 法 〕 で あ る。
(3)相 の 規 定
相の規定は(D.205b)次 の如くである。真実を十分に勝解 しない こ とが不
ゆ
信である。また,真 実でないものに対して勝解が著しく生 じることも,そ れは
劣っている故に信でないものと知るべきである。君主でないものの(P.127b)
如くである。善き行ないが生じる時,力 がなかった り,或 いは染汚の行ないが
生じる時,自 在である。 〔そして〕自己に対 し恥 じないことが無慚である。無
くみ くの
慚を知 らないところに煩悩は生じないのである。誑 とは欺 くことであ り,自 他
くの
に著しく転 じるものである。 これは,ま た 自他の心を欺 くのである。欺かない
時,煩 悩による余地を得ることはないのである。諂とは心が曲 って い るこ と
で,こ れは自己を歪めつつ,他 をも正に歪めようとすることである。正真によ









が あ る。 そ の 中,相 応 す る もの が纏(kunnasdkrispa)で あ り,全 く相応 し
な い もの が,表 〔業 〕 の 自性 と無 表 〔業 〕 の 自性 で あ る。 五 〔法 〕 は何 で ある
ゆ
の か と言 え ぽ,即 ち次 の如 くで あ る。 誑 と諂 と不 察(gzulums)と 掉 挙 と放逸
で あ る。 す べ て の纏 の心 に は,そ れ らす べ て が 存在 す る の で あ る。 そ し て ま
た,他 の者 を欺 く時 に,誑 か ら非 随 眠 で あ る 〔染汚 と〕 相 応 す る もの す べて も
(P.128a)誑 と随(rjes)と に 次 々 に 連 が って い く こ とか ら,こ れ ら両者 は纏
に な るの で あ る。 また そ の 時,〔 染 汚 と〕 全 く相 応 しな い 身 と 口の表 〔業 〕 も,
また誑 と説 かれ る。 そ れ ら 〔身 と 口〕 の表 〔業〕 は,表 〔業 〕 の 自性 で あ る。
〔身 と 口の〕 表 〔業 〕 は,そ れ らの随 と共 に他 を欺 く(D.206a)こ とに よ り,
それ らの随 は無 表 〔業 〕 の 自性 で あ る。 同様 に諂 等 の四 〔法 〕 に 対 して 〔もそ
の よ うに〕 説 か れ る。
ゆ
身 と心の劣なるものが棔沈である。 〔それは〕麁重 とい う意味である。そこ
で,心 の劣なるものは二種で,〔 即 ち〕染汚と不染汚である。その 〔二種の〕







いることである。大執は 〔悪〕見を捨てないζと,即 ち諸kの 〔悪〕見などが
くの
正 しいものでないとの見解を捨てないことである。曹憤は鈍重な行為,即 ち生
起することが鈍重なこととい う意味である。それはまた二種あ り,即 ち次の如
くである。心の行為が鈍重であるものは,正 しく纏である。劣った身の表〔業〕
のほうは,表 〔業〕の自性である。睡眠 とは,心 の昧略であ る。 それ には二
〔種〕があ り,(P.128b)次 の如 くである。心 と相応するものと,心 と相応し
ないものとである。この心 と相応する睡眠には二種があ り,即 ち次の如 くであ
る。染汚 と不染汚である。その中,睡 眠を愛楽す ることによって睡眠としては




それはまた二種で,即 ち次の如 くである。煩悩から生じたものと,煩 悩から生
一12一
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じたものではないものである。その中,煩 悩か ら生 じたものは,染 汚の心が滅
せられるや否や直ちに生 じてきたものである。 〔それ以外の〕残 りが煩悩か ら
生じたもの(D.206b)で はないものである。
嫉は他人の繁栄を耐え忍ばないことである。悔には二種があ り,〔 それは〕
次の如くである。善いことを した とか,私 は善 くないことをしたと後で苦 しむ
ロゆ
ことと,悪 い行 な い を為 さ なか った とか,私 は 善 くな い こ とを した とい うこ と
をこれ らの こ とは為 さ なか っ た と後 で苦 しむ こ とで あ る。 この 後者 に は二 種 が
あ り,即 ち 次 の如 くで あ る。 染 汚 と不 染汚 で あ る。 この 中,為 さ ざる べ きこ と
oの 矼⑳
を為したことと,為 すべきことを為したことを後悔 しつつ心を散乱 したこと,
それが染汚であ り,纏 である。為 さざるべきことを為 したことと,為 すべきこ
ロの
とを為 さな か っ た こ とを 後悔 し,心 を(P.129a)散 乱 した こ と,そ れ が不 染汚
であ り,非 纏 で あ る。 悪 い こ とを す べ て 隠 す こ とが 覆 で あ る。 無 病 な ど とい う
ロみ
理由で,傲 り高 ぶ る こ とが僑 で あ り,即 ち纏 で あ る。 また,酒 な どに よっ て心
の
が狂喜する相が僑であって,そ れは二種あ り,即 ち次の如 くである。染汚 と不
染汚である。この中,染 汚は纏と相応するものである。不染汚は三種あ り,〔即
ち〕次の如 くである。善 と不善 と無記である。従って,僑 は 〔染汚 と〕相応す
ゆ セオ







悶することが食不調性である。それは二種あ り,即 ち次の如 くである。身の表
〔業〕の自性 と,心 か ら生 じる時の纏 とである。
〔以上の〕これ らは諸kの 非随眠の(P.129b)相 である。
(4)界 と所断の規定
　
界 と所 断(D.207a)の 規 定 は,次 の 如 くで あ る。即 ち,不 信 と無 慚 と誑 と諂
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と不察 と掉挙と放逸と僑 とのそれ ら八 〔法〕である。そこで,ま たそれ らは五
部あ り,即 ち次の如くである。欲界における苦障と集障と滅障と道障 と修習に
よる所断である。これは八 〔法〕が 〔各k〕 五 〔部つつ〕あって,四 十丁度と
なる。同様に,色 界において 〔も〕八 〔法〕が 〔各k〕 五 〔部つつ〕あって,
四十丁度である。同様に,無 色界において 〔も〕四十 〔丁度〕 である。四十
〔各k〕 が三 〔界分〕あって 〔合計で〕百二十 となるのである。無愧 と大執と
覆(mistonpa)で は,即 ち欲界においてそれらは各k〔 苦障など〕五部づっ
あって,五 〔部〕が三 〔法分〕で 〔合計〕十五となるのである。同様に,色 界
において 〔も〕十五となるのである。無色界には 〔苦障などは〕存在 しないの
である。棔沈 と下劣 と曹債 と睡眠 と嫉 と悔 と慳 と不忍と恨に関 して,即 ちこれ
らの九 〔法〕は欲界のみである。同様に 〔苦障などの〕五 〔部〕に区別して,
五 〔部〕が九 〔法分〕で 〔合計〕四十五 となるのである。食不調性も欲界の修
の
習による所断のみである。
非随眠は,界 と所断の区別から 〔合計〕百九十六 となるのである。 また説か
　
れる。 「不信と無慚 と誑 と諂 と掉挙 と不察 と放逸 と僑 な どは,五 〔部〕(P.
a●
130a)が 即 ち 〔各k〕 三 界 にお い て 生 じる。 覆 と無 愧 と大 執 な どは,欲 〔界〕
くわ
と色界において五部が 〔生 じ〕,慳 と不忍と悔 と僭沈 と曹憤 と恨と嫉 と睡眠と
　
下劣などは,五 部が欲界において生 じ,食 不調性は 〔欲界の〕修習による所断
が生 じる。」
(5)諸 門分別
また,非 随 眠 は 三 種 あ り,即 ち 次 の如 くで あ る。 大 遍 行(thamscaddu'gro
bachenpo)と 小 遍 行(thamscaddu'grobachunnu)と 小地(sachue
nupa)で あ る。 そ の 中,大 遍 行 は 七 〔法 〕 で あ り,即 ち次 の如 くで あ る。 不
信 と無 慚 と誑 と諂 と不 察 と掉 挙 と放 逸 で あ る。 小 遍 行(D.207b)は 六 〔法 〕で
あ り,即 ち次 の如 くであ る。 睡 眠 と下 劣 と曹 憤 と大 執 と棔 沈 と無 愧 で あ る。 小
地 は八 〔法 〕 で あ り,即 ち次 の 如 くで あ る。 不 忍 と恨 と嫉 と悔 と僑 と慳 と覆 と
食 不 調 性 で あ る。
また,所 断 か ら 〔区 別す る と〕 五 種 とな って,即 ち大 遍 行 と 大 遍 行 相 似
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(thamscaddu'grobachenpoltabu)と 小 遍 行 と小 遍 行 相 似(thamscaddu
'grobachu'nnudanmtshunspa)と 小 地 であ る
。 そ の 中,大 遍 行 は 七 〔法 〕
に 〔各k〕 六 〔つ つ 〕 あ って,即 ち次 の 如 くで あ る。 不 信 な ど放 逸 に至 る まで
の諸法 は,欲 界 に お いて 苦 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よ る所 断 が 七 〔法 〕 と,集
〔諦〕 が 見 られ る こ と(P.130b)に よ る所 断 が 七 〔法 〕 と,色 界 に お い て苦
〔諦〕 が 見 られ る こ とに よ る所 断 が 七 〔法〕乏,集 〔諦〕 が 見 られ る こ と に よ
る所断 が 七 〔法 〕 と,無 色 界 にお いて 苦 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よる所 断 が 七
〔法〕 と,集 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よ る所 断 が 七 〔法 〕 で,即 ち 〔これ が 〕
大遍行 〔の所 断 〕 で あ る。 そ れ らは 〔また 〕 三 界 の 滅 〔諦 〕 の 障 と道 〔諦 〕 の
障が七 〔法 〕 に 〔各k〕 六 〔つ つ 〕 あ っ て,即 ち,〔 それ が〕 大 遍 行 相 似 〔の
所断〕 で あ る。睡 眠 な どの六 〔法 〕 は,苦 〔諦 〕 の障 と集 〔諦 〕 の 障 が 〔あ つ
て,そ れ が〕 小 遍 行 〔の所 断 〕 であ る。 そ の 〔六法 が〕 滅 〔諦 〕の 障 と道 〔諦〕
の障 で あ る ものが 小 遍 行 相 似 〔の 所 断 〕 で あ る。 修 習 に よる所 断 は,不 忍 な ど
八 〔法 〕 と,修 習 に よる所 断 は 不 信 な ど七 〔法 〕 と睡 眠 な ど六 〔法 〕 で,〔 そ
れが〕 小 地 〔の 所 断 〕 で あ る。
これ らの 非 随 眠 の 中,大 遍 行 で あ る諸 法 は それ 自体 で,〔 そ して〕 小 遍 行 で
　 　
ある諸法は貪欲などの他のものに依って障の十門から 〔四〕諦の障をなすので
ある。 〔四〕諦の障の十門は次の如 くである。苦諦の障の 門は 四 〔種〕 で,げ
〔即ち〕無常を謗る門 と無我を謗る門と所知性(彡esparbyabariid)を 謗る
(D.208a)門 と無記性を謗 る門である。集 〔諦〕の障の門は四 〔種〕で,〔 即
ち〕因を謗る(P.131a)門 と自業を謗る門と雑染を謗る門と清浄を謗る門であ
る。滅 〔諦〕の障の門は一 〔種〕で,〔 即ち〕常性を謗る門である。道 〔諦〕
の障の門は一 〔種〕で,〔 即ち〕出離を謗る門である。'
(6)識 の輪の相生
眼識など五識 〔各k単 独〕には,煩 悩は相応しないものであ り,生 起するも
のでもないのである。しかし,共 に受などと相応することによって 〔煩悩は〕
生起するものとなるし,相 応するもの となるのである。根 と共に識が生 じる時
に,諦 が見 られるのであるか ら,所 断の煩悩が断滅 されるその無間の縁 となっ
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たその各kの 識は,諦 が見られることと,そ の各kの 修習の所断なのである。
　 が
各kの 考察(dpyodpa)も 所断によって行相が断滅されたその如 くに,そ の行
相はなるのである。
おの'眼識 な どの 浄(d
agpa)或 い は 不 浄 は,〔 識 〕 の 輪 の集 ま りに よ って 大 な る
第六 〔識 〕(drug.pachenpo)か ら生 じ るの で あ って,〔 そ れ は 〕 何 の故 か
と言 え ば,こ の大 な る第 六 〔識 〕 が根 本 地 とな って い る が 故 で あ る。'こ の 故
に,眼 根等 の諸烽ﾌ 有 色 も大 な る第 六 〔識 〕 を 通 して蔵 され る も の(sbaSpa)
或 い は蔵 され な い もの とな るの で あ る。 〔識 〕 の輪 の 集 ま りも また 〔蔵 され る
もの,或 い は蔵 され な い もの と〕 な る そ の如 くに説 かれ るべ き で あ る。 そ し
て,ま た 貪 欲 に よ って執 着 して欲 あ る人 が 眼 で 色 を 見 る時 に,先 ず 現 前 に ある
　 おの
集 ま りか ら生 じ る眼識 は,自 性 が無 記 と(P.131b)な るの であ る。 こ の人 の如
き 眼識 は,す ぐに 厂随 い 作用 す る(rjessuspyodpa)」 とい う識 が 生 じるので
あ る。 〔この 識 は〕 これ は何 で あ る のか,或 い は如 何 な る も の であ る のか,と
い うよ うに所 縁 に よ って把 握 す る の で あ っ て,自 性 は 無 記 性 で あ る。 す ぐに,
厂各kに 作 用 す る(sosorspyodpa)」 とい う識 が生 じ るの で あ って,〔 この
識 は〕 これ は,と 言 わ れ る こ と と,こ の よ うな もの で あ る,と い うよ うに 明確…
な もの で あ って,自 性 は無 記 性 であ る。 そ の 「各kに 作用 す る」 〔識 〕 に よっ
て そ の色 を決 定 す る(D.208b)故 に,す く・に 大 な る 第 六 〔識 〕 別 の 名 を意 識
と言 わ れ る愛 す べ き もの の行 相 を執 す る識 が生 じる ので あ る。 この 人 は そ の大
な る第 六 〔識 〕 に よっ て こ の色 に執 着 した の であ って,煩 悩 の 貪 欲 と言 われ る
そ の もの と共 に 眼根 は,蔵 され な い で,相 応 し な いで 生 じる もの とな るの であ
る。 大 な る第六 〔識 〕 は 蔵 され な い も の で,相 応 す る もの と全 く相 応 しな い も
の で あ る。 この 人 の大 な る第 六 〔識 〕 が,す ぐに それ か ら この 色 そ の ものを 見
た り,そ れ と同 類 な る もの を見 る こ とか ら,大 な る第 六 〔識 〕 の地 〔の 〕支 配
者 が 断 滅 され る故 に 眼識 は染 汚 とな るの で あ る。 〔そ れ は 〕 律 儀(sdompa)
で な い も の と相 応 す るの で あ る。 そ れ か らす ぐに 「随 い作 用 す る」 〔識 〕 は生
じな い の であ る。即 ち,色 を決 定 す る故 で あ る。.「各 ・々 に 作用 す る」 〔識 〕 が
ゆ





〔生 じ る〕染 汚 で,律 儀 で な い諸 々 の大 な る第 六 〔識 〕(P.132a)は,前 述 の 如
くそれ らす べ て 長 い 間 何 度 も何 度 も識 の 輪 を 生 み,輪 が壊 れ る まで そ の ま まな
のであ る。 同様 に,瞋(彡esdan)も 害 な うの であ る。 慢 も 〔害 な うの で あ る〕。
にオ おの
痴も 〔害なうのである〕。疑も害なうのである。諸kの 見も事情に応 じて多少害
おう
なうのである。眼識が断滅される如 くに,十 随眠によって耳識はほとんど同 じ
ab
声を害な うのである。鼻と舌と身の識は,修 習による所断の随眠である貪欲,
瞋,慢,痴 の四 〔法〕によって香 と味 と触を事情に応じて害 な うのであ る。
〔これ ら以外の〕他によっては 〔害なわ〕ないのである。
輪の集 まりの煩悩によって眼識などそれ らは,断 滅 されたことと律儀でない
おぱ
ことが生 じた そ の如 くに,清 浄(rnampardagpa)も また 善 な る輪 の 集 ま り
の根本 に よっ て,事 情 に 応 じて 律 儀 が 生 じるの で あ る と知 られ るべ きであ る。
お　
ここで,(D.209a)事 情 に応 じて,と い う意味 は何 か と言 え ば,〔 それ につ い
　
て〕説明しよう。輪廻の執着から退転するために欲ある或る人が眼で色を見る
時,先 ず現前にある集 まりから生 じる眼識は,自 性が無記となるのである。こ
の人の眼識からす ぐに 「随い作用する」 〔識〕 が生 じる(P.132b)の であ っ
て,こ れは何であるのか,或 いは如何なるものであるのか,と い うように周囲
(spyin)か ら把握するのであって,自 性は無記性である。 「随い作用す る」
〔識〕のすぐに 「各kに 作用する」 〔識〕が生 じるのであって,こ れは,と 言





る第六 〔識〕は,そ こでその色を執着することから離れた時,こ の人は相を離
　
れると共に,眼 根は蔵 され,相 応せず生 じるものとなるのである。大なる第六
〔識〕も蔵されるもので,相 応するものと全 く相応 しないものである。この人
の大なる第六 〔識〕か らす ぐにこの色そのもの 〔を見た り〕,或 いはそれ と同
類の色を見ることか ら,地 の支配者の大なる第六 〔識〕は,浄 であるとい う理
由で,眼 識は不染汚で浄 となるのである。〔それは〕律儀 と相応するのである。
それからす ぐに 「随い作用する」 〔識〕は生 じないのである。即ち,色 を決定
する故である。 「各kに 作用する」 〔識〕が生 じる時,こ の色は,こ れである,
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とい う念のみが覚醒するのである。 〔それは〕不染汚で,律 儀 と相応するので
ある。 この人のそれか ら 「各kに 作用する」 〔識〕か らまた 〔生 じる〕大なる
なの
第 六 〔識 〕 は,不 染 汚 で,律 儀 とな って い るの で あ る。 そ の よ うに,前 述 の如
く,何 度 も何 度 も長 い間 に また 識 の 輪 は 転 じて,輪 は壊 れ る ま で そ の ま まなの
で あ る。 同様 に,不 瞋 と不 昧 と(P.133a)離 貪 に も適用 され る べ きで あ る。 同
にき なゆ
様に,無 記に 〔も〕適用されるべきである。 また説かれる。 「五つの輪の束縛
によって,諸 地は浄 と不浄の故に,〔 大なる〕第六 〔識〕か ら生 じるものは浄
と不浄である。諸kの 有色は蔵されるものと(D.209b)蔵 されないもの 〔であ
る〕。」 と説かれている。
不善 と善 と無記 とい う三性の 〔識の〕輪への係わ り方である 〔識の輪の〕破
壊の五つの因とは,即 ち次の如 くである。行相を断ずることと,所 縁を捨てる
ことと,執 することが減少することと,執 することが増大するこ とと,第 六
〔識〕から第六 〔識〕に移行することである。その中,愛 すべ きものと思って
おり
〔も〕無常と思 うことか ら行相を断ずるのである。女子の身 と思 って 〔も〕男
ぢゆ
子の身と思 うことか ら所縁を捨てるのである。多数 と思 って 〔も〕少数 と思う
ことから執することが減少するのである。小さいことと思 って 〔も〕大 きいこ
とと思 うことか ら執することが増大するのである。輪に入る時,大 な る第六
〔識〕によって良からぬものと思ってからす ぐに大なる第六 〔識〕が生 じるこ
とが,第 六 〔識〕から第六 〔識〕に移行することである。そのように 〔識の〕
輪が壊れる時も,ま たこの色が見られることから,自 性が無記である眼識が生
じるのである。その中,行 相を断ずることと,第 六 〔識〕に移行することは,
第六 〔識〕のみに存在するのである。眼識など五識には存在しないのである。
所縁を捨てることと,執 することが減少することと,執 することが増大するこ
とは,第 六 〔識〕或いは眼(P.133b)識 など五識に存在するのである。
すべての 〔識の〕輪を速かに破壊することは,七 つの心においてである。次
の如 くである。即ち,先 ず 〔現前にある集ま りと〕相応して生じる眼識と,そ
れから 〔生 じる〕厂随い作用する」 〔識〕,そ してそれか ら 〔生 じる〕「各々に作
用する」 〔識〕,そ してそれか ら 〔生 じる〕大なる第六 〔識〕と,そ してそれか
らまた眼識 と,そ れか ら 〔生 じる〕「各kに 作用する」 〔識〕と,そ れから 〔生
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じる〕大なる第六 〔識〕である。この大なる第六 〔識〕の時に,輪 が破壊する
のである。有覆無記の輪はまた色界における善なる対象,不 善なる対象 無記
の対象 無覆の対象,有 覆の対象各kに 対し,苦 〔諦〕 と集 〔諦〕 と滅(諦)
と道 〔諦〕と修習による所断が,貪 欲などを断滅するこ とに適用されるべきで
　 　




なる作用に弱 く普 く作用することによって,成 就(sgrubpa)が 弱 くな りつつ
ある第六 〔識〕と共に眼根の蔵 されたものと,有 覆無記が生 じるのである。ま
た,第 六 〔識〕の無覆無記 と善が生 じるのである。第六 〔識〕か らす ぐに,こ の
色そのものを 〔見た り〕,或 いはそれ と同類のものを見ることか ら,(P.134a)
無覆無記の眼識が生 じるのである。それか ら間断な く 〔生じる〕 「各kに 作用
する」 〔識〕も無覆なるものである。それから第六 〔識〕も無覆なるものであ




となるのである。また説かれる。 「この如 く,こ の三 〔性〕において速かに消
減し,蔵 され,そ して白いものが壊 される諸行は,多 くが無覆を欲するのであ
る。」と説かれている。
そして,ま たある人は輪廻から退転しようと欲することによって眼で色を見
る時,先 ず現前にある集 まりから生 じる眼識は,自 性が無記である。それから
〔生じる〕厂随い作用する」 〔識〕は,自 性が無記性である。 それか ら 〔生 じる〕
「各kに 作用する」 〔識〕は,自 性が無記性である。それか ら 〔生じる七つの
心の〕四番 目の大なる第六 〔識〕は,善 である。それから 〔生 じる〕眼識 〔も〕
善である。それから 〔七つの心の〕七番 目の大なる第六 〔識〕において善の所
作が弱 くなった時には,善 の大地は転滅しつつ,律 儀のみが転入するのであ
　
る。 これは成就が弱いのであ る。 律儀が転入する故に,無 覆無記である。 ま
た,律 儀 も断ぜ られる時,自 性は無記となるのである。 〔これは〕同様に成就
㈹ ㈹
が弱いのである。 自性が無記である一つの心からす ぐに 〔他の心が〕現われる




い は,ま た一 つ の心 が 問 を お い て 現 わ れ る時 に は(D.210b),そ れ 故 に 〔それ
は 〕 善 の 心 とな るの であ る。 無 覆 無 記 とは な らな い の で あ る。 また,現 われ る
とい うこ とは,大 な る第 六 〔識 〕 が 増 大 す るそ の 時 に讃 嘆 の状 態 を得 て い るこ
とな ので あ る。 減 少 す るそ の こ とか ら善 とな る 〔とい う〕 こ とは,大 な る第六
〔識 〕 が 下地('ogma)で な い もの と言 わ れ る こ とな の で あ る。
また,成 就 が 弱 くな るそ の こ とか ら,所 縁 の成 就 が 弱 くな る 〔とい う〕 こと
　
は 何 で あ るの か と言 えば,〔 そ れ に つ い て 〕 説 明 し よ う。 修 習 の 自性 の心 の作
用 が,し ば ら くの 間,そ の所 作 が 弱 くな った こ とが,成 就 が弱 い 〔とい う〕 こ
とで あ る。 また,大 な る第 六 〔識 〕 は 意識 で あ る。 名 を 所 縁 とす る こ とと,相
(mtshanma)を 所 縁 とす る こ と と,清 浄 を 所 縁 とす る こ とは,成 就 が 弱 いの
で あ っ て,義(don)を 所 縁 とす る こ とは,〔 成 就 が 弱 い ので は 〕 な い の であ
る。 また,成 就 が 弱 い 〔とい う〕 こ とは 何 で あ るの か と言 え ば,そ の 成 就 が定
(bsamgtan)で な い 〔とい う〕 こ とで あ り,定 〔へ の〕 道 では な い 〔とい う〕
こ とで あ る。 そ の 弱 い成 就 で あ る相 〔を所 縁 とす る こ と〕 と,清 浄 〔を所 縁 と
す る こ と〕 の両 者 は,成 就 が 弱 くな って い る限 り,修 習 の 自性 と な る の で あ
る。 弱 い成 就 であ る名 を 所 縁 とす る こ とは,〔 修 習 の 〕 自性 の作 用 を 有 す るも
の とは な らな い の で あ る。 また,弱 い成 就 が定 で な く,定 〔へ の〕 道 で は ない
〔とい う〕 こ とは,何 の 理 由で あ るの か と言 え ぽ,〔 そ れ に つ い て〕 説 明 しよ
う。 等 至(snomspar'jugpa)と 〔それ へ の〕 す べ て の道 は,円 満(yonssu




る。円満でない時,〔 それは〕無覆無記 となるのである。染め られたものが完
成する時に,そ れを赤と言 うのである。完成 したそのものが蓮華の赤 と言 うの
である。 〔この〕二種の赤と同様に,善 と無覆無記の両者が理解されるべきで
ある。 また,安 楽でないものは何であるのかと言えば,〔 それは〕安楽でない
ものが円満であることが,不 善である。 〔そ して〕円満でないことが,有 覆無
ほわ
記である。それは例えぽ,蜜 蜂 と胡麻の花 とはその黒性が異なっているが如く




しな い こ と,そ れ に つ い て どの よ うで あ るの か と言i%..ぽ,〔 そ れ に つ い て〕 説
明しよ う。 〔安 楽 と安 楽 で な い もの の〕 両 者 が 存在 しな い そ の こ とは,自 性 が
セ　
無記性と知られるべきで,〔 それが〕虚空の自性である。ここで,安 楽の意味
は,別 の名で言えば善の意味である。 〔それ ら〕すべては纏でな く,律 儀であ
る。安楽でないものは,別 の名で言えぽ不善である。 〔それら〕すべては纏で
あり,律 儀でないものである。
この 〔識の〕輪を 〔善,不 善,有 覆,無 覆の〕四種に説 くと同様に,自 性が
無記である 〔識の〕輪 も説かれるべ きである。 ここで,自 性が無記である 〔識
の〕輪は,ま た前述の如 く,「 随い作用する」 〔識〕は生 じないのである。眼
識の如 くに耳識(P.135b)に おいても五種の 〔識の〕輪 と 〔その〕輪の破壊が
説かれるべきである。 〔五種の輪 とは〕次の如 くである。善の輪と無覆の輪 と




界の 〔善〕 と色界の 〔善〕の両者を一つにして,即 ち善は一番 目 〔の輪〕であ
る。欲界の 〔無覆〕と色界の 〔無覆〕の両者を一つに して,即 ち無覆は二番 目




また 〔この意識の輪には〕 「随い作用する」 〔識〕と 「各kに 作用する」〔識〕
の規定は存在 しないのである。即ち 〔それは〕意識の独立性の理由と,大 なる
第六 〔識〕なるものの理由とである。鼻識は有覆を断ずることによって四種で
ある。舌(D.211b)識 は同様に五種である。それ ら 〔鼻識 と舌識〕は,輪 が
四種とされる,と 言われている。
おぱ
また,色 な どに お い て 善(P.136a)な どが,ど の よ うに な る のか と言>xぽ,
〔それ につ い て〕 説 明 し よ う。 色 ・〔声 〕 な どに対 す る善 ・〔不 善 〕 な どは,心
によ って為 され る の であ っ て,そ の よ うに また 表 〔業 〕 が 善 に よ って為 され る
それ らが 善 な の で あ る。 同 様 に,自 性 の心 に よ って生 じた こ とが 自性 で あ る,
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と言われる云kで ある。その中,表 〔業〕の色 と声は,善 などが五種である。
ゆ
〔それ以外の〕残余の色と声の両者と,香 と味 と触のすべては,自 性が無記で
ある。法は,善 などが五種である。 また説かれる。 厂色 と声 と法 とにおいて善
などは五種で,香 と味と触の諸界は自性が無記である。」 と説かれている。
このように,ま たこれら五識の集 まりの身と口の表 〔業〕の善などは,第 六
〔識〕によって為されたのである。同様に,苦 〔諦〕な どが見 られることによ
る所断 も,第 六 〔識〕によって為 されたのである。何の故にか と言えば,〔五〕
識の集 まりの 〔身と口の〕表 〔業〕の色と声との両者 と,苦 〔諦〕が見られる
ことによる所断の心から生 じたものが,苦 〔諦〕が見 られることによる所断で
あることによってである。そして,同 様に修習による所断の心か ら生 じたもの
　
が修習による所断であ り,無 漏の心から生 じたものが所断でないもの云々であ
　
る。 無 表 〔業 〕 は,修 習 に よる所 断 の み で あ る。 眼識(P.136b)は,所 断か ら
言>xぽ 六 種 で,即 ち次 の如 くで あ る。 苦 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よる所 断 と,
集 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よ る所 断 と,滅 〔諦 〕 が 見 られ る こ と に よ る 所 断
　
と,道 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに よ る所 断 と,修 習 に よ る所 断 と,所 断 で な いも
ウの
のとである。同様に,鼻 識 と意識 と法には各k六 〔種〕があ る。 また説 かれ
る。 「眼 〔識〕と鼻 〔識〕 と意 〔識〕の心 と法においては所断でないもの 〔な
ど〕を摂することから六である。」(D.212a)と 説かれている。また,眼 識な
どそれらの染汚と自性は,煩 悩か ら生 じると説かれるのである。それには五種
　




ないものである。鼻 と舌と身の諸識は二種で,即 ち次の如 くである。修習によ
ウう
る所 断 と所 断 で な い も ので あ る。 また 説 か れ る。 「鼻 〔識 〕 な どの心 には二 種
が あ る。」 と説 かれ て い る。 表 〔業 〕 の色 と声 の 一 部 は,修 習 に よ る所 断 であ
る。 また説 か れ る。 「為 す べ きで な い色 は,修 習 に よる所 断 で あ る。」 と説 かれ
て い る。 身 の表 〔業 〕 と 口の 表 〔業 〕 の 両者 は,所 断 か ら言%i.ぽ 五 種 であ る。
ま た説 か れ る。 「表 〔業 〕 は 五 種 で あ る。」 と説 かれ て い る。 律 儀 で ない もの も
所 断 か ら言 えば 五種 で あ る。 そ の 中,有 色 の五 根 の 相 応 しな い もの は,律 儀 で
な い もの であ る。(P.137a)五 識 の集 ま りの 〔相応 す る もの〕 と 「各k�:作 用
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する」〔識〕の相応するものは,律 儀でないものである。大なる第六 〔識〕 も,
また相応するものと全 く相応しないものである。 〔また説かれる。「〕 香と味と
　
触 の三,こ れ らは 修 習 に よる所 断 で あ る。」 と説 か れ て い る。
(7)結 語
ゆ
〔以上 は〕Dasabalasrimitra大 師 に よ って 著 され たr有 為 と無 為 の 決択 』 の
⑳ ㈱











⑩D.P.共 にgzulumsで 文 脈 上,不 察 とな るが,訳 語 か ら考 え る と不 可解 で あ る。




⑭D.P.共 にrigParbyedpa'oと あ るが,意 味 上 こ こはmarigparbyedpa'o「 知
らな い こ とで あ る。」 と読 むべ きで は な い か 。
⑮D.P.共 にrionmonspamedpa'oと あ るが,こ こはrionmopspacanma













㈱D.P.共 にmistonpaで,文 脈 上 覆 とな るが,訳 語 の 意 味 か ら考 え る と不 可解で


























































60D.sgrubpaP.bsgrubpaD・ に 従 う。
60D.misgibpaP.misgribpaP・ に 従 う。
6⇒D.daltarP.deltarP.に 従 う。
⑳D.doP.daD.に 従 う。











⑯D.P.共 にrnabaと な っ て い る が,こ の 直 後 に あ る 引 用 文 の 箇 所 で はsnaと な っ
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